


「ダイヤキャッチャー」10円

ゴールデンタイム、人々はあるテレビに注目していた。
「いよいよ、ＵＦＯキャッチャーチャンピオンズカップ決勝戦です。挑戦者上杉謙太郎ＶＳチャンピオン武田信二。勝つのはどっちか」
ただのＵＦＯキャッチャーの番組ではない。国民全てが愛する国技なのだ。
爆煙が立ち込める。
会場には大勢の客が集まっていた。
男性アナウンサーが、ルール説明をはじめた。
「決勝戦のルールは簡単。同じハードを使い」
カメラが二台のハードを映す。
「先に優勝トロフィーのカップを、出口に落としたら勝ちだ」
トロフィーの形状は、手でＵＦＯを掴んでいた。
「制限時間は４０分です。チャンスは６回。５００円で６回できる市販のルールが適用となります。どちらも落とせなかった場合は、出口に近い人の勝ちとなります」
固唾をのむ観客たち。熱気がムンムン伝わる。
「さあ見せてくれ！この世の、修羅場とやらを！」
上杉は、自信に満ちた顔をしていた。
武田は、穏やかに座禅を組んでいた。
女性アナウンサーが叫ぶ。
「決勝戦スタートしまーす」
プォーン、スタートの合図が鳴った。
おっと上杉、さっそく１番のボタンを押し、捨ての一発か。
武田はまだ様子をうかがっている。
上杉のクレーンが、横のラインを決めた。
２番のボタンを押すのか？
押すのか？
押したー！
早いぞ上杉。
速攻の男。
武田は、ハードを三周し入念に作戦を立てているようだ。
上杉、縦のラインも、悪くないぞ。
その間に、上杉のアームが火を吹いた。
トロフィーのカップを狙う。
入るか？
入るか？
入ったー！
と思ったらトロフィーが傾いただけだー。
上杉思わず、頭を抱えた。
１０分経過。
上杉二発目に行った。
１番のボタンを押す。
横のラインよい調子だ。
上杉２番のボタンを押したー。
縦のラインも確定だ。
アームがゆっくりトロフィーに襲いかかる。
あっと残念。
トロフィーは転がっただけだ。
２０分経過。
重い腰をあげた武田。
ついに反撃の一発目だ。
１番のボタンを押した。
すぐに離した。
どういうことだ武田。
手がすべったのか？
横のラインが短すぎる。
２番のボタンをおしても、その距離では、絶対トロフィーに届かないぞー。
上杉のクレーンは、１番のボタンで横ラインをはずさない。
２番のボタンで縦ラインも目標に向かっている。
三発目はトロフィーを持ち上げることに成功した。
そのままいかずトロフィー墜落。
上杉アウチ。
武田、アームの降りる速度をチャックしている。
速度も大事なのか？
いやまさか、武田わざと出口にぶつけ、アームの角度を変えた。
恐ろしいテクニックだ。
３０分経過。
おっと上杉四発目に挑戦だ。
慎重に横ラインを決めた。
武田は、１番のボタンを押す。
トロフィーを狙うようだ。
上杉は、２番のボタンを押した。
縦ラインが決まり、アームがトロフィーを狙う。
四発目も失敗したぞ。
運に見放されたか。
武田のアームは、なんとトロフィーに命中した。
トロフィーにアームが食い込む。
トロフィーを必死に持ち上げる。
３５分経過。
しかしトロフィーの重さにアームは耐えられ。
え、角度の変わったアームが、トロフィーのお尻を支えた。
そのまま、武田トロフィーを出口にシュートした。
上杉なすすべがありません。
第三回、ＵＦＯキャッチャーチャンピオンズカップの勝利を手にしたのは、武田信二だ。
おめでとう。
「武田さんお疲れ様でした。何か一言お願いします」
マイクを武田の顔に近付けた。
「願わくば、ダイヤを掴みたい」
「なんということでしょう、武田はダイヤをキャッチしたいと豪語した」
会場がざわめいた。
「なになに」
「まじで」
「馬鹿じゃん」
「あいつなら取るかもよ」
「初代チャンピオンが、やっても取れなかったよ」
「二代目は２００万円だけ持って帰ったし」
「よって武田の優勝賞金２００万円から０円となり、ダイヤキャッチャーへの挑戦権が与えられます。あなたなら、きっと掴めるゴッドハンド」
今日は、ここでお別れです。
会場のみなさま、視聴者のみなさま、ありがとうございました。

　後日、金色に輝くボディー。
人工スーパーダイヤモンド。
従来のダイヤモンドの硬さに比べ三倍だ。
市場価値で１億円はくだらないダイヤモンドだ。
まぶしい。
夢を掴めるかどうか、武田の挑戦だった。
武田は意気込みを聞かれた。
「後悔はありませんね？」
「ないね」
「取れますか？」
「取る」
「武田選手に期待しましょう」
女性アナウンサーが叫ぶ。
「ダイヤキャッチャースタートしまーす」
プオォーン。合図が鳴った。
「武田さん、ダイヤキャッチャー開始です」
制限時間はありません。
ただし挑戦は一回限り。
２００円で１回できる市販のルールが適用となります。
ただし、武田さんの場合は１回２００万円がかかっています。
アームを操作し、中央に置かれたダイヤを、出口にシュートしてください。
武田は、ハードを周り始めた。
上下左右、奥行の空間を把握している。
じっくり時間をかける。
今回のハードの操作を紹介します。
１番ボタンで横ラインを操作。
２番ボタンで縦ラインを操作。
回転ボタンでアームを回す。
三つの行動で、武田の運命が決まります。
おびただしい汗が、武田の頬を流れる。
ここにきて、穏やかな武田の表情に余裕が見られません。
初代チャンピオン伊達。
決勝戦で敗れた上杉も、観客席で見守っているぞ。
武田、１番のボタンで横ラインを操作し始めた。
さすが、三代目チャンピオン。
真上からの小型カメラからの映像を見ても、１センチの狂いもないぞ。
２番のボタンをなかなか押さない。
迷っている様子だ。
武田は、目をつぶった。
小学生の時、初めてＵＦＯキャッチャーに触った日。
大学生対抗ＵＦＯキャッチャー選手権で、優勝したことを振り返っていた。
ゲームセンターで正社員となり、ＵＦＯキャッチャーを研究し続けた。
それも全てこの日のため。
ようやく武田２番のボタンを押したー。
驚いた！
ダイヤに対して、見事な垂直の位置だ。
完璧な縦ラインだー。
回転ボタンで、無回転！
なんと、１８０度のダブルアームで、獲物に食らいつく。
全ては、夢を掴むために。
その夢は武田を載せてどこへ行く。
掴んだ。
ダイヤがアームに持ち上げられる。
落ちない。
その姿はまるで、天使に翼が生えたようだ。
ダイヤは、出口に運ばれていく。
１０秒ほどの時間が長く感じられる。
落ちない。
アームは耐えている。
まだ落ちない。
武田は落ちない！
そのまま出口にシュート。
「武田さん、おめでとうございます」
「ありがとうございます」
「ズバリ勝因はなんでしょう？」
「私は、初代チャンピオンの映像を、千回繰り返し見た。ダイヤキャッチャーの製造元をつきとめて、金をかけダイヤキャッチャーと同じハードを作らせた。それと、毎日の練習の積み重ね。それだけだ」


完
